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名古屋キリスト教社会館は、
創立の精神に基づき、次の使命を担います。
1. すべての人々がかけがえのない存在として人
権が保障され、自立した人間として成長して
いける社会を築くことをめざします。
2. 隣人とのであい、ふれあい、そだちあいを大切
にし、ともに地域の課題を担うことを通して
福祉の輪が拡がるように努めます。
3. 世界の人々との交わりを通して、福祉社会の
実現のために働きます。

名古屋キリスト教社会館の使命

記
立
創
館
会
社
回
八
十
五
第
、
日
六
十
二
月
九

。
た
れ
さ
催
開
が
演
講
念
記
、
び
及
典
式
念

十
九
。
た
し
き
招
お
を
）
歳
十
三
（
ん
さ
紀
津
菜

、
に
も
と
と
真
写
た
れ
さ
出
し
映
、
は
話
お
の
分

。
だ
ん
込
き
引
を
ち
た
私
、
中
の
気
空
た
し
と
凛

し
少
ら
か
文
想
感
の
通
五
十
七
た
い
届
に
元
手

。
い
た
し
介
紹

義
（
ん
さ
母
お
の
ん
さ
田
安
、
災
震
大
本
日
東
「

さ
災
被
、
た
い
て
見
を
松
の
本
万
七
、
が
た
い
て

に
ち
持
気
の
手
相
け
だ
れ
ど
、
で
中
の
そ
、
ど
れ

」。
い
た
き
い
て

リ
シ
・
市
都
い
し
美
の
東
中
、
や
ア
ジ
ボ
ン
カ
「

を
て
べ
す
、
活
生
、
命
の
民
市
般
一
が
争
戦
の
ア

こ
く
続
が
み
し
苦
と
年
百
も
で
去
撤
雷
地
、
い
奪

す
が
葉
言
う
い
と
』
い
な
け
い
は
て
け
つ
を
手
に

就
に
職
の
祉
福
会
社
「」
。
た
し
ま
り
残
に
心
く
ご

と
こ
の
ち
た
も
ど
子
の
前
の
目
、
直
正
は
今
、
き

が
人
法
を
動
活
る
け
向
を
目
に
国
外
。
杯
一
手
で

の
て
べ
す
）
略
中
（。
た
し
ま
れ
ら
せ
さ
省
反
を
と

、
に
と
こ
う
願
を
達
発
な
か
た
ゆ
に
ち
た
も
ど
子

無
「、
ら
か
員
職
の
く
多
」。
す
で
い
た
し
事
仕
ら

が
と
こ
く
い
て
し
て
し
か
溶
を
と
こ
る
あ
で
心
関

。
た
れ
ら
せ
寄
と
」
事
大

れ
か
置
に
場
現
の
祉
福
、
は
演
講
の
ん
さ
田
安

九
五
九
一
「
が
長
事
理
井
湧
、
は
で
典
式
念
記

を
名
千
五
、
は
風
台
湾
勢
伊
の
日
六
十
二
月
九
年

を
部
南
市
屋
古
名
、
い
奪
を
命
の
ち
た
方
る
え
超

し
ら
た
も
を
難
困
活
生
と
み
し
悲
な
き
大
に
心
中

じ
参
せ
馳
に
援
救
ら
か
国
全
、
時
の
そ
。
た
し
ま

に
者
係
関
教
ト
ス
リ
キ
、
に
中
の
々
方
の
勢
大
た

児
託
『）
略
中
（。
た
し
ま
り
あ
が
動
活
援
救
る
よ

し
立
自
が
ち
た
私
『』
い
し
ほ
て
し
続
継
を
動
活

し
ほ
が
場
る
え
集
て
し
と
所
り
拠
の
め
た
く
い
て

創
を
」
館
会
社
教
ト
ス
リ
キ
屋
古
名
人
法
祉
福
会

辞
の
式
開
と
」。
た
し
ま
れ
ま
生
が
業
事
保
隣
と
園

。
た
べ
述
を

い
思
い
深
慨
感
を
史
歴
の
館
会
社
の
年
七
十
五

。
い
た
え
伝
も
度
何
に
員
職
。
た
い
聞
で

勢
伊
、
が
方
の
く
多
の
ん
さ
者
用
利
の
部
齢
高

地
の
こ
中
の
労
苦
ご
、
れ
わ
あ
に
害
被
の
風
台
湾

。
う
い
と
る
甦
は
怖
恐
の
そ
に

伊
で
町
白
天
、
は
）
歳
一
十
九
（
ん
さ
子
夜
小

を
長
会
の
会
も
ど
子
「。
た
れ
わ
そ
お
に
風
台
湾
勢

る
す
壊
決
、
き
行
に
見
を
川
白
天
が
夫
た
い
て
し

貴
。
た
け
か
び
呼
を
難
避
に
人
の
中
所
近
と
！
ぞ

紐
は
ち
た
も
ど
子
、
き
巻
に
腹
で
敷
呂
風
を
品
重

と
ひ
誰
は
族
家
の
隣
。
た
し
難
避
せ
ら
ま
か
つ
に

宅
社
の
町
下
松
、
は
）
歳
六
十
九
（
ん
さ
実
竹

。
た
い
で
ん
住
で
人
五
と
夫
と
人
三
娘
に
階
二
の

伝
根
屋
、
で
の
た
い
に
湯
銭
の
所
近
は
人
二
も
ど

の
れ
入
服
た
い
浮
か
ぷ
か
ぷ
、
り
が
た
ま
に
壁
で

か
つ
を
こ
そ
。
た
来
で
ま
際
窓
、
り
移
び
飛
に
棚

人
の
ん
さ
く
た
を
下
。
た
げ
逃
に
根
屋
大
げ
上
み

れ
さ
流
部
全
で
風
台
湾
勢
伊
、
先
矢
た
い
て
し
に

て
建
を
家
の
今
て
し
を
金
借
た
ま
、
し
を
け
付
片

二
十
七
、
は
私
、
け
続
い
払
で
ま
年
定
は
夫
。
た

日
い
い
番
一
も
日
今
。
せ
わ
あ
し
が
時
る
い
て
し

。
訣
秘
の
き
生
長
、
が
さ

る
え
言
と
」
せ
わ
あ
し
「、
が
ん
さ
皆
の
者
齢
高

に
来
将
の
ち
た
私
。
会
社
い
し
ら
晴
素
、
が
と
こ

い
だ
た
い
て
せ
さ
を
事
仕
の
護
介
。
と
こ
る
が
繋

。
う
思
ら
が
な
め
し
み
か
を
び
喜
る
い
て

挙
選
総
に
も
と
と
嵐
の
号
一
十
二
風
台
、
て
さ

連
関
保
安
、
し
反
に
条
九
法
憲
、
月
九
年
昨
。
た

。
る
な
く
き
大
が
音
靴
の
正
改
法
憲
。
た
し
遣

？
か
う
ろ
だ
何
は
の
も
る
れ
ら
め
求
に
国
の
こ
今

。
い
想
の
々
人
の
縄
沖
む
し
苦
に
音

役
た
れ
か
置
、
し
か
溶
を
と
こ
る
あ
で
心
関
無

の
界
世
「、
せ
馳
を
心
に
人
の
ん
さ
く
た
、
ら
か
割

。
い
た
き
い
て
け
続
し
信
発
、
め
求
を
」
和
平

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
早
小

　

江
弘

し
か
溶
を
と
こ
る
あ
で
心
関
無

 

　

　
　
　
　
　
　
　
　

 ̶

て
せ
寄
に
念
記
立
創

 ̶

「信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。
その中で最も大いなるものが愛である」（コリントの信徒への手紙Ⅰ 13 章 13 節）

東部地域療育センタ
ー

ぽけっと　うんどう
会東部地域療育センタ
ー

ぽけっと　うんどう
会

発達センターちよだ　うんどう会

発達センターちよだ　うんどう会

　

会
う
ど
ん
う　

会
う
ど
ん
う

南部地域療育センタ
ーそよ風　みんなの

あそぼう会

南部地域療育センタ
ーそよ風　みんなの

あそぼう会

菜の花保育園　うんどう会
菜の花保育園　うんどう会
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みどり菜の花保育園の 5年みどり菜の花保育園の 5年
　

れ
さ
善
改
も
今
は
題
問
童
児
機
待
の
園
育
保

一
年
九
〇
〇
二
、
は
市
屋
古
名
。
ん
せ
ま
い
て

設
の
園
育
保
間
民
る
よ
に
式
方
貸
賃
「
に
月

の
園
育
保
間
民
た
し
用
活
を
地
有
市
「
と
」
置

。
た
し
ま
し
だ
ち
打
を
」
置
設

　

営
運
園
育
保
で
所
場
な
た
新
、
と
義
意
う
担
を

よ
に
式
方
貸
賃
、
ち
持
を
感
待
期
る
す
開
展
を

画
計
業
事
の
度
年
一
一
〇
二
を
立
設
の
園
新
る

。
た
し
ま
し
と

　

緑
る
れ
さ
と
い
多
が
童
児
機
待
に
特
も
で
内
市

ま
き
で
が
と
こ
う
会
出
、
に
所
場
の
在
現
の
区

理
ご
の
様
皆
の
域
地
、
れ
さ
定
選
て
い
お
に
ン

二
一
〇
二
、
ら
が
な
き
だ
た
い
を
援
支
ご
と
解

の
」
園
育
保
花
の
菜
り
ど
み
「
日
一
月
二
十
年

十
四
の
で
ま
児
歳
三
（。
た
し
ま
り
至
に
所
開

）
所
育
保
専
乳
準
の
員
定
名

　

者
護
保
の
く
多
は
に
年
翌
の
所
開
、
が
す
で
園

実
切
む
望
を
」
園
育
保
の
で
ま
児
歳
五
「
ら
か

で
ま
学
就
も
員
職
。
た
し
ま
れ
さ
出
が
い
願
な

い
て
め
高
を
欲
意
と
い
た
げ
上
み
積
を
育
保
の

想
構
画
計
来
将
次
五
第
の
人
法
は
在
現
。
す
ま

名
十
六
（
園
育
保
の
で
ま
児
歳
五
、
て
い
お
に

め
始
を
備
準
し
ざ
め
を
と
こ
る
れ
な
と
）
員
定

育
保
い
し
新
は
で
体
全
市
屋
古
名
。
す
ま
い
て

確
を
物
建
や
増
員
定
、
り
お
て
け
続
え
増
が
園

か
れ
こ
、
が
す
ま
り
あ
が
題
課
に
と
こ
る
す
保

い
て
え
支
に
様
皆
の
域
地
・
様
皆
の
母
父
も
ら

だ
た
い
で
ん
喜
に
ま
さ
な
み
、
ら
が
な
き
だ
た

。
す
ま
し
た
い
力
努
に
上
向
の
業
事
う
よ
る
け

　

致
い
願
お
く
し
ろ
よ
ぞ
う
ど
、
て
し
ま
め
改

。
す
ま
し

　

月
四
年
八
〇
〇
二
て
し
と
区
学
の
目
番
八
十
二

あ
に
地
陵
丘
な
か
ら
だ
な
で
か
豊
緑
、
生
誕
に

。
す
で
区
学
い
多
が
代
世
い
若
も
成
構
口
人
、
り

　

、
ら
か
」
重
徳
「
駅
着
発
始
の
線
通
桜
鉄
下
地

か
向
に
校
学
車
動
自
針
平
分
十
歩
徒
に
向
方
東

る
渡
を
）
線
号
一
十
二
百
二
道
国
（
り
通
大
う

。
す
ま
り
あ
が
」
園
育
保
花
の
菜
り
ど
み
「
と

　

近
は
に
春

の
熊
「
の
く

」
園
公
西
前

市
屋
古
名
で

し
珍
は
で
内

野
熊
や
り
採

神
前
の
熊

花
お
の
）
社

ど
子
る
げ
あ
を
声
歓
で
中
ん
真
の
雪
吹
桜
、
見

。
す
で
ち
た
も

　

間
の
夏

庭
園
、
は

の
つ
三
に

て
し
置
設

を
び
遊
水

。
す
ま
し

　

児
歳
三

う
ぞ
「
の

ん
さ
」
組

区
南
、
は

戦
挑
に
足
タ
バ
や
け
付
顔
、
て
し
待
期
を
事
く

、
学
見
署
防
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
た
し
ま
い
ら
も
て
せ
乗
に
車
防
消

　

支
重
徳
署
防
消
緑
「
は
に
側
南
の
園
育
保

急
緊
、
車
急
救
や
車
防
消
。
す
ま
り
あ
が
」
所

す
を
練
訓
時

さ
士
防
消
る

き
好
大
が
ん

年
今
。
す
で

消
て
め
初
は

を
学
見
署
防

し
ま
し
験
体

。
た

　

の
内
舎
庁

急
救
と
学
見

消
や
中
の
車

転
運
の
車
防

り
座
も
に
席

。
…
キ
ド
キ
ド

は
日
曜
土
三
第
月
毎

　
　
　
　
　
　

　
　」

ね
て
き
に
び
遊
ち
だ
友
の
域
地
「　

。
す
ま
び
遊
に
緒
一
と
ち
た
も
ど
子
の
園
育

　

の
子
親
む
住
に
域
地
ら
か
活
生
や
び
遊
の
ち
た

。
す
で
場
く
だ
た
い
て
せ
さ
信
発
に
ん
さ
皆

　

花
の
菜
り
ど
み
に
）
土
（
日
四
十
月
十

。
た
し
ま
れ
わ
な
行
が
会
動
運
の
園
育
保

　

安
ん
ぶ
い
ず
も
行
歩
、
ぎ
す
を
半
歳
一

子
の
人
五
の
Ｇ
う
ぞ
児
歳
一
た
き
て
し
定

。
ち
た
も
ど

　

ら
が
な
じ
感
を
秋
で
園
公
や
社
神
の
先
歩

。
た
し

　

。
す
で
き
好
大
も
と
こ
く
歩
を
道
細

　

育
保
。
た
し
で
の
も
る
き
で
有
共
を
さ
し
楽
で
な
ん
み
人
五
は
た
う
の

ら
揺
を
体
身
は
初
最
、
り
く
つ
を
耳
で
手
両
、
と
る
め
始
い
た
う
が
者

　

ま
り
あ
が
姿
の
も
ど
子
む
し
楽
も
度
何
に
う
よ
の
も
つ
い
て
く
し
楽
と

を
力
が
り
と
ひ
り
と
ひ
、
ら
が
な
け
う
を
援
応
の
な
ん
み
族
家
。
た
し

。
た
し11月11日（土）

第5回「みどり元気まつり」に
是非ご参加下さい

　　　　　　　　　　　10：00～13：00
　　場所：みどり菜の花保育園・みどりそよ風
　父母・地域の皆さんによって支えられ、運営
してきた「みどり菜の花保育園」は12月で6年
目を迎えます。在園する子どもや父母の皆さん
を始め、保育園に関わっていただいた方々、地
域の皆さんに日頃の感謝の気持ちを込めて今年
も「みどり元気まつり」を開催します。：
　◎バルーンアート・歌・遊びコーナー・
　　模擬店・新鮮野菜・日用品バザー等

　　　主催：みどり菜の花保育園・父母会・
　　　　　　みどりそよ風

菜の花保育園園長　冨田千栄子

た
え
迎
を
秋
の
目
度
５

長
園

　

子
栄
千
田
冨

　

に
も
と
と
び
喜
の
ち
た
も
ど
子

　

 

年
七
一
〇
二
の
目
年
五

　

!!
』

児
歳
一

　

　

花
梨
友
上
中
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季
い
し
美
の
葉
紅
も
年
今

紅
は
に
秋
、
で
愛
を
桜
は
に

季
四
は
ち
た
私
、
と
り
狩
葉

癒
心
に
々
花
い
し
美
の
々
折

花
い
し
美
。
す
ま
い
て
れ
さ

な
に
実
て
れ
枯
て
が
や
は

り
な
と
種
、
り

種
の
そ
。
す
ま

れ
か
蒔
に
土
は

ま
、
え
生
芽
て

を
花
い
し
新
た

。
す
ま
せ
か
咲

を
れ
そ
は
書
聖

」
麦
の
粒
一
「

私
て
え
と
た
に

か
り
語
に
ち
た

。
す
ま
い
て
け

ス
エ
イ
で
こ
こ

て
し
と
」
麦
の
粒
一
「
は
様

さ
示
を
方
き
生
の
分
自
ご
の

架
字
十
は
れ
そ
。
た
し
ま
れ

よ
に
と
こ
る
て
捨
を
命
で

喜
に
神
が
人
の
て
べ
す
、
り

転
向
方
と
へ
方
き
生
る
れ
ば

こ
る
な
と
道
の
め
た
る
す
換

。
た
し
ま
り
あ
で
と

で
歳
五
百
、
月
七
の
年
今

野
日
の
師
医
た
れ
さ
召
に
天

の
命
、
年
長
は
ん
さ
明
重
原

命
使
を
と
こ
る
え
伝
を
さ
尊

と
」
業
授
の
命
「、
て
し
と

十
の
国
全
で
ル
ト
イ
タ
う
い

さ
を
流
交
と
達
も
ど
子
の
歳

生
先
原
野
日
。
た
し
ま
れ

け
か
い
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「私たちへのエール」
―希望は私たちを欺くことがない―「命のバトン」



名古屋キリスト教社会館 （4）

苦情申し出の窓口

第三者委員は、
仲田  伸輝　821 －0570
小林  冴子　611－0401
湯浅  　登　0562 －83－4407

　また、法人職員ではなく、第
三者の立場として苦情を受付け、
より良い解決へと導く立場の者
として、第三者委員を選任して
います。

法人への苦情は、
本部事務局
６１２－３３７０

へお願いします。

　苦情の申し出窓口は、各事業
所掲示板等に掲示しています。
苦情受付者は主任、解決者は事
業所長が基本です。

◆発達センターちよだ夏まつり　～８月27日（日）～
８月27日（日）、通園に通っている子どもたちの作った提灯で灯りをともす中、
15回目の夏まつりを開催しました。
今年は、お父ちゃんの焼き鳥屋さんの隣で、ＯＢのお店も出店！現役のお父さ

ん、ＯＢのお父さんが交流しながら、夏まつりを盛り上げてくれました。
お母さんたちのお店も、子どもたちに大人気！でした。
15回目を記念して、恒例の餅まきは、当たりの景品
付き！いつもと違う楽しみのある餅まきになりました。
女性会さんを始め、地域のみなさん・ボランティア

さんにたくさんのご協力をいただきました。
来場してくださった皆さん、ご協力してくださった

皆さんありがとうございました。
（発達センターちよだ　後藤明子）

◆発達センターあつたあったかカーニバル vol.14 　～９月２日（土）～

に開催しました。あつたに通う子どもたちのとりくみをはじめ、OBの子どもたちや
親御さんでつくる燦ぽクバンド、チアリーディングや和太鼓、参加型ゲームなどの舞
台プログラムを来場されたみなさんで楽しみ、温かいお祭りとなりました。
当日は、地域の方々やOBの子どもたち、親御さん、旧職員など650 人を越える

たくさんの方々にご来場いただき、懐かしい顔ぶれに会えたことも嬉しいあったか
カーニバルでした。協賛、出店頂いた皆様、ご来場いただいた皆様、ありがとうご
ざいました。

 （発達センターあつた　村田美佐子）
◆東部地域療育センターぽけっと　緑ぽけまつり　～９月９日（土）～
名古屋ライトハウス緑風と東部地域療育センターぽけっとが合同で行なってい

る「緑ぽけまつり」を９月９日に行いました。お天気に恵まれたことや、年々地
域からの来場者が増えたこともあり、今年は1,000 名
近くの来場者数でした!! ステージでは楽器演奏やう
た、大道芸、エイサーなど盛り上がりました。最後の
打ち上げ花火では、夜空に舞う花火にみんなが見入っ
たり、歓声もあがっていました。たくさんのご参加あ
りがとうございました。

（東部地域療育センターぽけっと　丹羽悠子）
◆社会館創立57年　全体職員会開催　～９月26日（火）～
当法人創立記念日にあたる９月26日：熱田文化小劇場にて、創立57年公開講
座及び記念式典をおこないました。フォトジャーナリスト　安田菜津紀さんの公
開講演会から始まり、社会館の全職員と関係者にも呼びかけ250 名の参加で行い
ました。
記念式典では、理事長より「キリスト教精神に基づく救援活動と地域住民の要

望から生まれた社会館」が「社会福祉法人」が問われている昨今、職員、役員、
後援会そして利用者の方とのみんなで法人の働きの向上に励む事が語られまし
た。併せて永年勤続20年の３名10年の７名計10名の方の表彰を行いました。

　（法人事務局　渋谷文平）
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開催日時：11月 23日　10時 30分～14時 30分
開催場所　名古屋市南区三吉町6-１７
　　　　　名古屋キリスト教社会館　敷地内

テーマ：つながろう つなげよう みんなの輪 社会館バザー 2017

　おいしい食べ物、参加型のステージ、社会館脱出ゲーム等の楽しいイベント
が盛りだくさん！　掘り出し物もいっぱい!!　ぜひお越しください。

『今年の重点目標 』
～ 2019年オープン予定　このまちと暮らしたい　社会館２号館建設資金作り～
『バザー物品募集』お家に眠っている品物がありましたらお譲りください !!

連絡を頂ければ取りにうかがいます。
問い合わせ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
南部地域療育センターそよ風　TEL　052-612-3433　担当：水野
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2017年 社会館バザー

大盛況!!
『KONOMACHI TO ODORITAI！

社会館夏まつり２０１７！』
　今年度はみんなで踊ろう！踊りたい！という実行委員会の皆さんの願いか
ら、テーマや全体企画を考えた社会館夏まつり。天候にも恵まれ８月26日に
第36回社会館夏まつりを開催することが出来ました。
　今年度の全体企画では、各事業所の利用者、子どもたちもステージにのぼり
踊りを楽しみました。また。光る腕輪をはめることで、会場が一体感を持てる
祭りとなりました。たくさんのご参加ありがとうございました。
　今年度は夏祭りの売り上げから、西館二号館建設募金として一部を寄付させて
いただきました。地域の皆様、利用者の皆様のご支援ご協力に感謝したします。

（名古屋キリスト教社会館夏まつり実行委員会一同）

○材料（子ども４人分）
　食パン…２枚（厚さはお好みで）
　　　　じゃこ　　　　…　大さじ２
　Ａ　　マヨネーズ　　…　大さじ２
　　　　きざみ海苔　　…　適量
○作り方
　①Ａを混ぜ合わせ、食パンに塗り伸ばす。
　②トースターで焼き目がつくよう程よく焼く。
　③４つ切り等、食べやすいように切り分けれ
　　ば完成。　（菜の花保育園　栄養士　上村優成）

クリスマス献金のお願い

お手軽レシピ

みんなで祝うクリスマス会

健康づくりワンポイント
　肩こりは、首の後ろから背中、肩にかけての、筋のつっ
ぱり感とだるさ、重さ、疲労感、ときに痛みを伴う症状
の総称です。筋肉の疲労によるものと、何らかの原疾患
によるものとに二分されます。今回は、前者の筋肉の疲
労による肩こりの原因と対処法のひとつを紹介します。
　原疾患によらない肩こりは一般には、①長時間の同一姿
勢保持・姿勢異常、②過労、③寒冷、④精神的緊張・ストレ
ス　といったことが要因で、首の後ろから背中、肩にか
けての筋肉が無意識的な持続的筋収縮を伴い、筋血流の
停滞が生じて筋中の老廃物が十分に洗い流されないため
に筋肉の疲労が慢性化したものと考えられています。

①お風呂に入って身体をしっ
　かり温め、血液の循環をよ
　くする
②首の運動（前屈、後屈、左
　右側屈、左右回旋）
③肩の運動（両肩をあげる、
　両肩を下げる）
　スッキリした身体で朝を迎
えられることを願って♡
（東部地域療育センターぽけっと　

リハビリスタッフ）

対処法（一例です） 〈おやつに！朝ご飯に！
　　　　　　お手軽のりじゃこトースト〉

☆じゃこの代わりに鮭フレ
　ークやシーチキンを使っ
　たり、チーズを乗せたり
　しても美味しいですよ！

　救い主イエスのご降誕を世界中の人々と共
に喜び迎えたいと思います。
　クリスマスの時に、かけがえのない命が大
事にされる平和な社会形成を求めて歩むことを
心に刻み、祈りたいと思います。社会館には、
そのことを願い、制度上保障されない働きが
いくつもあります。それら事業を支えるための
ご支援を何卒よろしくお願い申し上げます。

クリスマス献金送付先
振込先　郵便為替　００８４０－３－１５７６
口座名　社会福祉法人名古屋キリスト教社会館

日　時：2017年12月２日(土)
　　　　午後２時30分～４時
会　場：名古屋キリスト教社会館
　　　　３階ホール(菜の花保育園遊戯室)
内　容：杉本チャプレンによる
　　　　　　　クリスマスのお話
　　　　中部学院大学聖歌隊による合唱
　　　　ティータイム
　どなたでも参加頂けます。どうぞお気
軽にご参加ください。教会のそれとは違
い、さりとて商業主義的でないクリスマ
ス会ですよ。
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